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有馬温泉フィールドワーク 有馬温泉フィールドワーク ログスポット先の交渉

てくログは、位置情報アプリケーション”ゲッターズ”を活用した。有馬の寺社仏閣
や様々な魅力ある施設をログスポットとし、SNSに投稿することでポイントを得る
デジタルスタンプラリーです。
このアプリの最大の特徴はただ巡るだけでなく特定のポイントで条件を達成する
と大量のBPを得ることできます。このことは、行動力や体力に差がある方でも不
利にならないようにできるのも特徴です。そこで、現地で食事やお買い物すること
で現地経済の活性化も狙うことができます。

六甲有馬ヒルクライムは、芦有ドライブウェイを通行止めにして早朝に開催する
ため、早い時間に終了する。そこで、フェスタ終了まで有馬で滞在してもらい現
地の回遊性を高めることができるイベントを行う事が求められた。また、有馬温
泉の特徴の１つである歴史ある景観や、食べ歩きのまちとして発信していること
も併せて周知できるようなイベントが望まれたため、デジタルスタンプラリー“てく
ログ”を実施した。

今後の課題としては、集客が上手くいかなかった。てくログの認知度を上げて、
自治体等からの利用を促進することです。様々な自治体に活用してもらうこと
で、紙媒体に代わる観光案内の側面になるのではないか。さらに、インバウンド
でやって来る訪日外国人に対して発信することで地域の現地情報を提供したり
様々な観光サイトを回ったりすることなく地域の観光情報を提供したりすることで
効率的なプロモーションやシームレスな観光を提供するができることを学んだ。

ログスポット先の交渉

大会当日の受付の様子

日本観光経営学会・次世代観光経営フォーラム
にて発表

このプロジェクトは、「六甲有馬ヒルクライムフェスタ2022」の“賑わいイベント”と
して位置づけられています。
このスタンプラリーは、これまでのように主催者側から一定のコースを提示するの
ではなく、有馬における観光スポットだけではなく、地元商店街やレストランなど
をチェックポイントとして提示し、参加者が自分の意志で選択して回遊していくス
タイルになります。言い換えれば自転車イベントと観光イベントの融合です。

イベントの企画・運営


